人と環境に配慮した生産システムの研究開発 by 塩谷 景一 & 科学技術動向研究センター
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100 個の次は 200 個の生産量と
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査 Ⅲ 発展シナリオ 36．超多品
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22）  総合科学技術会議 基本政策専門
調査会ものづくり技術分野推進
戦略プロジェクトチーム会合配
布資料：
  http://www8.cao.go.jp/cstp/
project/bunyabetu/mono/
index.html
推進分野ユニット
塩谷　景一
科学技術動向研究センター
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
蘋
工学博士。三菱電機譁でCADの研究開発
と戦略的連携推進に従事。現在、第3期
科学技術基本計画における「ものづくり技
術分野」の調査研究に取り組んでいる。大
阪大学、大阪府立大学　非常勤講師。ISO
国際エキスパート（TC184/SC5/WG7）。
執　筆　者
